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第 4 章では，被写体移動が，残像現象のある TV カメラ画像に与える影響を理論的に検討し，高速移
動物体を対象とする形状位置認識方法，これを基にした実時間型認識装置方式，およびその自動ボトル締
緩装置への応用に関して述べているつ

















(4) 3 次元空間の円状物体を認識対象とし，分割パターン・マッチング処理の手法を開発し， その有効
なことを確めている。
以上のように本論文は，画像処理による物体認識機能に関する手法と装置の開発に対して，多くの新
しい知見を得ているもので，知能ロボットの基礎技術に貢献するところが大であり，博士論文として価
値あるものと認める D
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